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事業目的・概要等

H27.3 中環審意見具申「日本における気候変動による影
響の評価に関する報告と今後の課題について」
H27.11閣議決定「気候変動の影響への適応計画」
気候変動の影響による被害を最小化あるいは回避し、迅
速に回復できる、安全・安心で持続可能な社会の構築を
目指すものとされた。

⇒  気候変動が廃棄物・リサイクル分野に与える影響につい
て、中長期的視点から、適正処理、３R、災害対等の観点
から多角的に分析し、予防的かつ効果的な適応策を検討、
提示する。

環境省
（施策の検討）

請負事業者
（調査等の実施）

調査の請負発注

調査結果の報告

事業スキーム

期待される効果

頻発・激甚化する災害に対応した処理施設の強靭化、
災害廃棄物の適正・迅速な処理・再生利用の促進
経済・産業構造の変化に伴う天然資源の消費変化に
対応した戦略的３Rによる資源効率性の効果的向上
環境・生態系変化に伴う感染リスクの低減、適正処
理方策の改善等を通じた公衆衛生・生活環境の確保
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